
「ワクチン打ってもすり抜ける」――コロナ新系統“BQ.1.1”へ置き換わり 国内感染

「3000万人超」…インフルと同時感染も 

1/7日テレニュース 

新型コロナウイルスの国内の感染者数が累計 3000万人を超えました。インフルエンザとの

同時感染も起きています。第 7 波で主流だったオミクロン株「BA.5」が疑われる割合は半

数以下にまで減り、免疫回避力が高いとされる“新系統”への置き換わりが進みます。 

■年末の 2～3倍…患者の問い合わせ増 

 

東京・北区のいとう王子神谷内科外科クリニックには、今年も多くの患者が訪れています。 

1日には、41.7度まで発熱した 7歳の男児を連れた母親が「（子供が）急にばっと熱が上が

って、ほとんど眠れず…」と受診時に伝えました。 

医師 

「（子供は新型）コロナ（ウイルス）ワクチンとか、インフルエンザワクチンって打ちまし

た？」 

母親 

「インフル（のワクチン）は打ちました」 

この時、検査キットではインフルエンザ A 型が陽性になりました。ただ念のため PCR 検査

も受けたところ後日、陽性と判明。医師は「けっこう珍しいんですけど、（インフルエンザ

と新型コロナの）同時感染だったわけです」と話しました。 

4日には別の男性患者が受診。12月 17日に新型コロナワクチンを打っていたため、医師は

「4 回目打ってから 1 か月たってないから、効いてきてるとこだと思うけど…」と言いま

した。ただ結果は、新型コロナ陽性でした。 

伊藤博道院長は「年末に比べると 2 倍から 3 倍近い、発熱外来受診希望の患者さんの問い

合わせが増えています。ワクチンを打っても免疫力をすり抜ける力がある株が広がってい

ます」と指摘します。 



■第 7波の主流「BA.5」疑いは減少 

5 日に公表された東京都の資料によると、第 7 波で主流だったオミクロン株の「BA.5」疑

いは、昨年 10 月 18 日～24 日に 91.2％でしたが、12 月 20 日～26 日には 44.9％と半数を

下回りました。 

一方で、免疫を回避する力が高いとされる「BQ1.1」疑いは、同じ期間で比べると 2.5％か

ら 8.4％に増え、置き換わりが進んでいることが明らかになりました。 

都内の昭和大学病院の相良博典院長は「かなり置き換わってきています。特に BQ.1が増え

てきている印象があります。（病院の統計では）ほとんど 4回ワクチン接種をしている人た

ちです」と話します。 

ただ、今のところ重症者はほとんどいないといいます。 

相良院長 

「ワクチン接種をすることで重症化自体は抑えられていますが、一方で感染拡大する強さ

は持っているだろうと（思われます）。今以上にマスクや手洗いをしっかりやっていく必要

性があるだろうと思います」 

引き続き、感染対策が求められています。 

■マスクなし…飛まつの広がり方は 

京都工芸繊維大学などの研究チームが、飛まつに関する動画を作成しました。エスカレー

ターでマスクを着けずにせきをした場合、周囲に飛まつがどう広がるかを試算したもので

す。 

それによると、上りエスカレーターの一番前の人がマスクなしで前方にせきをすると、飛

まつは浮遊し続け、次々と後ろの人に拡散していきました。 

試算した同大の山川勝史教授は「人の動きが空気の流れを作ることで飛まつが拡散するた

め、距離を空けることが大切」と指摘しています。 

■国内の感染者は累計 3000万人超 

 

東京都内の感染者は 5日が 2万 735人、6日が 2万 720人と、2日連続の 2万人超えとなり



ました。国内の累計は 3000万人を超えました。 

東京・渋谷で話を聞きました。 

大学生（20代）は「（アルバイトで新型）コロナでの欠員は他の体調不良も含めて多く出て

ます」。別の大学生（21）は「バイト先の主婦のお子さんとかがかかったりして、身近なと

ころで増えているな…って感じます」と言いました。 

■宮崎県知事、初詣も「公舎で過ごす」 

5日に過去最多の 4498人の新型コロナ感染が確認された宮崎県。河野俊嗣知事は 2日に感

染が確認されましたが、その前日、初詣に出かけていました。ただ記者発表の文言には「1

月 1日 公舎などで過ごす」とありました。 

県秘書広報課の担当者が初詣の記述はせず、知事の行動履歴を変更して「公舎などで過ご

す」と記載、詳細な行動は明らかにされませんでした。一方で河野知事は自らの SNS で初

詣に行ったことを公表しており、「正確な情報提供を第一に考えて対応すべきであった」と

コメントしています。 

 

 

 

 

 

 


